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韓国語と日本語における聞き手待遇法の対照研究

一動詞の終結語尾を中心にー、

大阪入学今語文化学 V01.11992
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朴正恩一

1 はじめに

韓国語・とH本語の待遇衣現は、両言語をヰξ徴づけるものであり、酉語コミユニ

ケーションにおいて、引芥;都こ靈要な役割を果たしているものであるり。その待遇



136

表現の使用においては、ある程度共通した点が認められるために、尖際学習名は
異なった点に注愆をはらわず誤りをおかしがちである。またその規りをおかすこ
とにより、コミュニケーションのトラブルが起こったりして異文化を感じるので
ある。

この論文のΠ的は、現代向国語(標準語を中心に)の語信吾生活におけるー・連の聞
き予待遇衣現はいかなる体系を成すか、また、人問関係や場介によってどのよう
な待遇表現の使い分けが見られるかを、両蔀語を対照することによって明らかに

し、ひいてはその誇語文化的背景を把握してみようという点にあるの。

俳国語と打本語における聞き予待遇法の対照研究

2 聞き手待遇法

韓国語の待遇表現の体系2.1

韓国語の聞き刊寺遇表現は話し手が聞き手との関係によって用いる表現である。
先行の諸研究の現代語に関する待遇表現体系の分類においては、次のように、大体
尊待と下待に大きく2つに分け、更に6つに分ける場合が多い。その6つの分類
は一般に"言卜じ1(hodo,する)"という動詞の命令形をそのままとったものであっ

て、尊待として"註武(h.b'ho)体・きIS'(h即)体・き"又(h.y。)体."があり、
、ド待として"言1円1(h0郡)体・き"EI(h改司体・き"(h。)体"がある。この待遇表
現の6つの形を大きく尊待どF待に分けた基準となるものは、大体話し手と聞き
手の問の年齢・社会的地位・職場の職位・親族関係の序列などの諸条件において、
少なくとも同等以上の人に用いるか、同等以、ドの人に用いるかによるものである。
しかし、実際の言語生活で話し手がいずれかの待遇表現を用いる1馨に、外而的諸
条件にだけではなく、内面的な話し手の心理的要因や場面によってもかなり影糾

されるということを兄逃してはならない。その代表的な例として、"き1剛(ha 。)
体"と武1又(hoo)体"があってルj方とも話しチ・が目上の聞き乎に対しては用いな

いことは確かな事笑であるが、岡等以下の聞き手であっても"倉"巳1(h賀a)体"や
"卵(ho)体"を避けるのは、話し予の心理的要因が働くからである0)。

表現である」と定輕して使うことにする。

2韓国語の標進語:ソウルの中流の階級の琢藷ξ・補正したものをいう。(李熈昇編打司江大辞
典」ソウル:民衆書林、1986年)Π本語の標準語:東京力言に基盤を置き、各地力'而・に対し
て全国の共通語として用いられ、国語を代表するものとぢえられてぃる言;五をいう。(尚峡
図書編「国語大辞典」小学館、 5刷、1982年)
3具体的な例は23 の口)・ハ)を参照。



一方、待遇衣現の分類モデルである命令形は、形式的な主従関係や_ト.ト'関係が

はっきりとされてぃるが、話し手と聞き手の心理的関係に基づく待遇意識は考慮

されていない。

それ故にこの論文では、待遇表現の分類モデルとして命令形より聞き手とのコ

ミュニケーションの出発である疑問形を用いることにした。また徐正洙(198のの

分類法をおもに参考にして諸用語を使い、待遇の対象と1寺遇意識に基づいて、次
のような待遇表現の分類をもってH本語と対照していきたい。

図式 1)゛)

朴正恩

尊待

常'1寺

智し1夛ト(シ'ニカ)

~棚旦(セヨ)

'尊待と非尊待は徐正洙(198のを参芸にした。常待は尊待表現より1寺遇意識の度介いがやや
低く、・一般に年齢の差が少なくまだ親しくなっていない場合に、あるいはある程度の距籬を
置きたい場合に用いられる。礼遇という用請は本H貯彬(1931)に見られるが、その捉え方が
異なる。筆名は、礼遇表現を話し予が同等以ドの聞き手に対してある秤度の礼をもって1゛遇
しながらも親しみを表すという点で、蝉待衣現の待遇意識とはⅨ別している。一方この図式
は聞き下・が主語となる場合に限る。

日本語の待遇表現の体系2.2

日本語の待遇表現の体系に関しては、ほとんど敬語を中心に耐f究されている。

したがって、敬語のみではなく、待遇表現という考え方に基づいて全体的に分類

したものは極めて少ないのである。勿論、敬語だけでも分類基準によってさまざ

まな分類法があるし、より適切に分類するのは尖にむずかしい問題であろうと思

われる。まず敬i吾体系と待遇表現体系に関する諾研究を簡単にみていきたい。

1.敬i鮴;系を記述するためにはまずはじめにその分類の基準がなければなら

ない。敬語分類の基準は人称を主にするか対象を主にするか、あるいはま

た敬意の表し力を主にするか等によって行われている。先村の研究名達が

この3つの基準のいずれを中心に分類したかを示すと以下のとおりである。
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礼遇

~合し1夛ト(ス'ニカ)

~ 01/01又(ア/オヨ)

非尊待

A1又(シオ)

モフ1, LI (ヌンガ、ナ)?

01/01,LI(ア/オ、ニ)?
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人

韓国語とH本語における聞きチイ手遇法の対照研究

称

敬意の枇質

敬意の対象

三僑慶也

山田孝雄

滴坂正蔵

吉岡郷甫(範敬・謙讓・ r制

(他彩武孜語・自動●嬬吾)
(敬称・謙称)

(敬語的自称・敬語的他称

松卜大三郎(主体酋弔「・客体尊動{・所有"動{・対名噂弸;・支配尊彩」0
玉上琢弥(為受報敬・受手範敬・1切き手尊敬・内已卵.F)

三矢重松(尊他敬語・自卑敬語・1固侭攻語・・対話敬語)
時枝誠記(i肌こ属する敬語・1乳こ属する敬;剖
辻村敏樹(素材敬語・対者敬語)

大体2~4つに分類しているが、敬i吾体系の分類において現代に〒るまで

もっとも大きな影郷を及ぼしたのは、時枝誠記(1941)の"き料こ属する敬語"
と"詞に属する敬語"である。その"辞に属する敬語"とは剛き手に対する

敬語で、いわゆる丁寧語とのことであり、"詞に属する敬語"とは話題にな

る事柄にっいて用いられる敬語で、いわゆる尊敬語と謙讓語のことである。

しかし、今Hもっとも・・般的な敬ミ吾体系としては、尊敬・謙讓・丁箪の3つ

に分類する方法をとっていると言うことができ、分類法がいかなるもので

あってもその3つの用語に当てはめて理解しようとする傾向がある。

2.イ寺遇法に関する分類は、前述のように極めて少ない。待遇法の用語を用い

て分類した研究名には、水谷静夫(1956)、大石初太郎(197の、西田直敏
a988)等があげられる。2,3 では、主に次の西田直敏(1988)の分類法を参
考にしながら両国語の待遇表現を対照することにしよう。

敬詔的汎称)

敬体:話しチ・が相チを白分より上位の者と位置づけたことを尓す単語と

文法形式など。に役一下役、先牛←生徒、父母・おじ・おば←子供、 1・層部
に位する人←下層部に位する人

常体・非敬体:話し手が相手を自分と対等または自分より'下位の名と位
置づけたことを示すために用いる。

両国語の待遇表現の対照

両国語に待遇表現があると言っても、以上のように、その分類法は異なるので

ある。ここでは待遇衣現の対照にっいての理解を深めるために日本謬の場△は西

田直敏の分類法を対照のモデルとして引用することとする。韓国訊の場f、は、図

2.3



式1)の分類法を用いることとし、両再語を対照してみると、次のような関式が得
られる。

尊イ寺

朴正恩

常1寺

筆者の分類

智し1夛ト(シ'、ニカ)

~棚且(セヨ)

礼遇

~合し1叶(ス'ニカ)

01/01旦(ア/オヨ)

5)図式2)

母親

非尊待

韓国語の尊待表現はf_1本語の敬体衣現に、常待表現は常体表現に、礼遇衣現は

場合によって常体・非敬体衣現に当たると言えよう。それでは、 1'.のような待遇

表現は場面に応心てどのような表現が用いられているのか例文を通してみること

にしよう。例の場面は家庭・学校またはそれ以外に分けて設定することにする。

例1)子供の→大人わ(小学生→父母、担任の先生)

イ)子供が父母に"何時に帰ってくるか"を聞く場合

川又(シオ)

~セフ1, LI (ヌンガ、ナ)?

圏Ⅱ卜吠川叩暑0,又1?,

(非尊待)

~叶ノ01,し1(ア/オ、ニ)?

西田直敏< 1988 >の分類

敬体
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常体

お~になりますか

~られますか

お父ちゃん、何時に帰ってクルノ?

(非敬体)

~ますか、~ですか

非敬体

日本語の場合

~の、~のか、~か

お母ちゃん、何時に帰ってクルノ?

(非敬体)

5日本語の敬体表現には、イルーイラッシャル、タベルーメシアガル等のようなヰ"刈の形の
動詞を含む。またJ局攷体表現は動詞の原形を基準とする。
6話し手、聞き手
71大ノ＼の意眛は、1町国詔とも、了心キの相対的意味として成長した一人前の屶女をいう場介と、
分別をわきまえてぃることをいう場合もあるが、本論文での大人は、前名の意味として仙う
こととする。

子供

や漸羽

ーー^ 父親

01畍(01田ス1),吠川叫

01畍(01田ス1),喫川囲

韓国語の場介

子供

(非蝶待)

暑0,又1旦?

ーー^

?
.遷
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ロ)子供が先生.に"何時頃帰るか"を騰K場合

韓国語と日本語における聞き手待遇法の対照研究

日本語の場合

先生、何時頃帰りマスカ?

(常体)

先生、何時頃帰ルノ?

(非敬体)

子供の大人に対する待遇表現は、韓国語の場合、一般に尊待や常待表現を用い

るのが普通である。しかし、大人でも親しい関係かまたは親しみを感じる場合で
あれば、非尊待表現を自然に用いる場合もある。

イ)の例をみると、父母に対する待遇表現は家庭によって多少差はあるが、日

本語の場合は、子供にとって父母は、年齢的に上位者にありながらも親子である

という親しい関係が優先されて非敬体表現が用いられてぃる。・'方、韓匡帝吾の場

合には、父親に対しては常待・非尊待表現が用いられてぃるが、巌親には非尊待

表現を用いている。このような現状は従来韓国の家父長制度の影糾で、家庭内の

父親の位脳は母親の位貴より、断立であったが時代の変遷に作ってこのような考え

方が徐々に趣まれてきた結果、幼少期においては父親に対して親しみを表す非N
待表現を用いる傾向が牛.じたということを示してぃる。

ロ)の先生に対する待遇表現は、日本語の場合、子供が先生と親しい(親しみを
感じる)場合は非敬体表現が用いられるし、そうではない場合は常体表現が用い

られている。韓国語の場合は、いずれの場合も尊待と常待表現が用いられてぃる。
従来韓倒社会における先牛は、儒教思想の君師父一体の影紳で、對主、父と同等
に紗寸的な範待表現をもって待遇すべき対象であった。現代、イ)のように父に対
しては、少しずっ変わっていく状況もみられるが、先生に対してはまだまガその
ような考え方が根強く残っているとも言えよう。
例2)大人→孔北

イ)父母が子供に"いつから学校に行くか"を聞く場合

子供 .^ 先生
A◆A聞、1
L O 0

韓国語の場合

A◆ A"1.,1
亀' 00

吠A1晉叫 71且?,

喫川晉叫

ロ)先生が、r供 qヨ中幸子、金英姫)に"鉛筆を持ってぃるか"を聞く場△

いつから学校へ行クノ?

(非敬体)

日本語の場合

(非尊1剖

セ和早田電1又叫

韓国語の場合

71LI ?

ノ
イ
倉
『



屯子さんは鉛筆を井ってイマスカ?

(常体)

辺子ちゃんは鉛筆を1きってイルノ?

(非敬体)

Π本語の場介

例2)は大人の f供に対する待遇衣現で、両巨隔吾ともー'般にインフォーマルな

場面では親愛感を・り'える非弛1寺と非敬休表現が用いられている。伯し口)のように
教育の場である学校やフォーマルな場繭では常待や常体衣現が削いられる場合も

ある。

イ)の親・f関係の場合、その関係はいつまでも変わらないから、子供が大人に
なっても親は非t斯寺と非敬体表現を用いる。以に、両国語ともイ・供に対しては、年

齢的下位名だからというより親愛感をもって待遇する傾向が強いということがわ

かる。

朴止恩

(漸剖

コ1」先1支1'ミ1'

韓国語の場介

先,立,1、ミ1、

0●#1
、.^

例3)話し于・と聞き于が大人同上の場介で、人問関係が複雑であり、郁齢・職

位・礼会的立場ぱ見f関係、先牛と学*の関係、後輩と先輩の関係、男女関係、商

売の光り子と客の関係など)、または親疎の要因や場師によって待遇表現は変わっ

ていく。話しチが1キ遇表現を選択する際に、諸妾囲が複介的に働いているという

ことは周知の喫笑であるが、それらの要因の,・いで、最終的に影糾を及ぼす蟇因は

何であるのかをみていきたい。

例3)大人→大人

イ)子供(2 0 ・ 30代)が父羅に"どこかへ出掛けるか"を聞く場介

0■工1
1-^

71ス1」三
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71ス1ヱ. 双し1?

(非韓待)

お父さん、どこかへ行クノ?

(父さん、お父ちゃん)(非敬体)

日本語の場合

子供(男)

?

ーー^ 父親

01田ス1

韓国語の場介

01田ス1

し1フト11L1夛'ト?01じ1

0卜田ス1

0ICI

(N待)

いフ1月1」王?

0●司

イ'ー

且
寺
ー
マ
ト
(
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お母さん、どこかへ行クノ?

(母さん、お母ちゃん)(非敬体)

日本語の場合

子供(男)

0十CI

お父さん、どこかへ行クノ?

(父さん、お父ちゃんX非敬体)

ーー^

嘘ロト(01Ⅱ・1し1 ),0ICI

略叶("Ⅱ・1LI),01じ1

冒叶 0,CI

母親

韓国語の場介

子供(女)

,

お母さん、どこかへ行クノ?

(母さん、お母ちゃん)(非敬体)

L171棚旦'?

ーー^

叶田ス1(0冊1 ),01じ1

01田ス1 (0柚1 ),0・1〔1

(尊待)

しトフ1 ?

(非樹羽

家庭内において、日本語の場合は、子供が大人になっても依然として親に対し

て非敬体表現を用いる。また性別にも影響されない場合が多いようだ。しかし、韓

国語の場合は、子供が大人になれば性別によって、親に対する待遇衣現が少々述っ

ていく。というのは、子供が大人になっていくことによって親も年をとっていく

し、また大人は、完令な・人の人格体として認められる故に、それに準ずる語'葉使

いをせねばならないという考え方があるからである。まず男も父親に対する呼称

が0欄1仏PO,.お父ちゃん)から 0卜田ス1(北.oji,お父さん)に変わり、非尊待表現
が用いづらくなっていく。しかし母親に対しては、呼称が少しは変わるが、一般に

家庭では窄叶(oomm、お母ちゃん)が多く用いられ、外では、叫田LI(oom即ni,

お母さん)が多く用いられている。女の場合、大人になっても父親に対して、ま
だ親愛感や甘えを表す非尊待表現を用いる傾向が多少見られる。母親に対しては

男のように尊待表現は用いないのが普通である。結局、家庭内での親に対しては、

父親

子供(女)

?

?

0卜甫1,01じ1

い71棚β.?

ーー^

0.Ⅱ1

0,Ⅱト

(薜イ剖

い71?

(非尊待)

母親

0,CI
,
い71旦

(常待)

い・71 ?

(非尊待)

?

且
↓

十
,
令ユー

L
 
(

旦
0

ト
 
y
オ

し
(



Π本語の場介f供の郁齢とは関係なく非敬体表現が用いられるが、韓岡研の場合

は、長幼イi序の慣習の影辨、さらに話し予と聞き丁・の性別や年齢によってイ寺遇衣

現が異なり、蝮待・1断寺・非範待表現が用いられている。

ロ)教授(40代以上)が大学生(20代以上)に"今日発表する番か"を開

く場合

朴正恩

君が今Π発衣する番デスカ?

(常体)

日本語の場合

ノ→義母が婿に"ひとりで来るか"を聞く場合

ロ)・ハ)の場合は、年齢的な上下関係が明確な薪立名が、ド位名に対する待遇表

現である。日本語の場介は常体と敬体表現が韓国語の場合は礼遇衣現が使われて

いる。ロ)の場合は師弟関係で允分に非尊待表現をもって待遇してもいいようであ
るが、、一人前となった大人であるとして弟子であっても子供のような待遇はでき

ないのである。

ノ→の場介、義1辻と婿の関係は距籬感を感じる関係であることは両国語とも同

様であるが、その待遇表現は異なるのである。日本語の場合は婿に対する呼び力

(~さん)さえも敬体表現が用いられている。しかし、韓国語の場介は開き手が下
位者であるから尊待や常待表現は用いられていないし、・一方子供でもないから非

尊待表現もまた用いられていない。こういう場合、的確に用いられるのが礼遇表

現である幻。すなわちハ)の礼遇表現は、聞き手の年齢を問わず既婚者であるから

それに準じながらも聞き予に親密感を与える待遇表現として用いられている。

~さん、ひとりで来ラレマスカ?

ストU171 S.着・ 111証支,トえ1冽气!フト?

日本語の場合
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韓国語の場介

(敬体)

ス1し羽達トス1

韓国語の場介

(礼遇)

8この礼遇表現は、大人同上で上位者が卜位名に対'して用いる。しかし待遇恵識血から考え

ると非範待表現を用いていいような場合でも、それを避けてある程度の礼をそなえながら親

愛感を与えるため、下待と分類しがたいと思うのである。これを日本語の待遇表現に対照す

るのは他の待遇表現より苦しい。使われる対象が限られていて頻度は低いが、韓同語の待遇

表現の中でヰ糾或のあるものとして興味深い。

?1モ
遇
又
俳
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3 おわりに

韓国語と日本語における聞き手待遇表現について、動詞の瓣舗吾尾を中心に前

半部では、現代両国語の詩語生活における・・・連の剛き下待遇表現はいかなる体系

を成すかを整理し、後半部では、人問関係や場合によってどのような待遇表現の使

い分けが見られるか、また、その使い分けの諾妾因(年齢・親練・場倫など)がど

のように側Kかをみることによって、それぞれの苫語文化の背条を概括してきた。

一方、聞き手待遇表現の分類に関して、韓国語の場合、まだその基準がはっき

りと設定されていない段階で多少の難点があったが、伝統的分類1'準として形式

的関係の上下にだけこだわるのは現代言語・生活を把握するのに単純すぎる点があ

り、筆名は待遇意識をも考えた上で図式1)が得られた。

日本語の場介は、1寺遇表現の分類においては、その基準を人称・敬意の件質・

敬意の対象の3つに明確に設定している。そして、主に待遇表現の一部である敬

語を中心とした分類が多くみられ、待遇衣現として非敬語まで範囲を広げたもの

は比較的少ないようだ。本論文の図式2)をもって、両国語の聞きf待遇衣現の全

体的な把握までは至らなかったが、現在両岡語の剛き予イ寺遇女現の対照研究の初

期段階としての'愆味をもち、今後より詳しい研究が必斐であろう。

゛卓国語と日本語における聞き下イ寺遇法の対照研究
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